
（別紙３）

～ 2025年　2月　15日

（対象者数） 14名 （回答者数） 8名

～ 2025年　2月　15日

（対象者数） 7名 （回答者数） 7名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

５領域の視点を色濃くした、個別計画・専門計画の作成
それらを参考に、支援内容を週次ミーティングで決め、より
専門性の高く、個別にあった支援を行う

2

活動参観や親子運動教室など、実際にお子様の様子を見ても
らう行事を増やす

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

毎月の活動テーマに合わせた、「ご自宅でできる支援プログ
ラム」「障がいのあるお子様への接し方・関わり方」といっ
たお便りを配布する

2

限られた時間の中でも、お子様にとって有意義な時間になる
ように支援内容や、関わり方を職員間で共有していく

3

お子様一人一人の実態に合った支援 学習プリントや教材を個々に合わせて準備し、PTが監修した
専門的な計画から決めた活動の内容を、特性に合わせて行って
いる

事業所と家庭のコミュニケーションを多く取っており、療育観
が合わせやすい

定期的にお便りを発行し、HPやInstagramで活動概要を伝え
ている
利用後は親御様へ、園に到着した事と今日の様子を伝えている

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

ご自宅でできる支援プログラムの共有、障がい児の特性につい
ての情報共有不足

送迎時等の口頭での説明のみになっているため、ご家庭で実行
しにくいのではないか

療育時間が限られている 午後は放デイのため、児発は午前中のお預かりになっている

2025年　2月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年　2月　28日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 「運動学習型」児童発達支援・放課後等デイサービスReno wellness kids太田教室

○保護者評価実施期間 2025年　2月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


